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0.1m叫 に線引きした後 1000℃ で1h焼鈍したものを試料とした｡化学分析の結果,Mn が
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resonance near zero velocity as
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リエ ン トラン トス ピングラスNiMnのNMR
高知大 ･理 山形英樹,松村政博
濃度比3:1近傍のNiMn合金は,磁気的に奇妙な振舞いをすることが以前からわかってい
た1)o最近,Nio.784Mno.216の合金で中性子非弾性散乱と交流帯磁率の測定が行われ, この
系が低温で強磁性からスピングラス (SG)相-転移することが解った2)0
一方,この合金系のNMRは既に行われ,次の事が解っている3).55MnのNMRスペクト
ルはそれぞれ320-370MHz(Sig.Ⅰ),200-320MHz(Sig.ⅠⅠ),130-200MHz
(Sig･ⅠⅠⅠ)の3つのグループにわけられる｡Sig.Ⅰ,ⅡⅠ,ⅠⅠ はそれぞれ孤立したMn原子,
平均の磁気モーメントと反平行な磁気モーメントをもつMn原子,この反平行磁気モーメント
を囲むMn原子からの信号である｡また,これら3種のMn原子は大きさの異る磁気モーメン
ト(pI=3pB,P丑-2･5pB,PⅡ=-1･8JLB)を持っているo
そこで,この合金系のリエントラントスピングラス(RSG)状態はいかなる状態かを明らか
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